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本
市
は
南
北
に
長
く
地
形
等

も
異
な
り
、
災
害
時
の
被
害
の

形
態
は
異
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
地
域
別
に
防
災
・
減
災
マ

ッ
プ
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
マ
ッ
プ
の
現
在
の

進
捗
状
況
や
市
民
へ
の
周
知
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答

現
在
、
市
域
を
南
部
、
中

部
、
北
東
部
、
北
西
部
の
4
地

域
に
分
け
て
マ
ッ
プ
を
作
成
し

て
お
り
、
地
域
特
性
と
し
て
、

南
・
中
部
は
津
波
浸
水
想
定
、

北
東
・
北
西
部
で
は
急
傾
斜
地

指
定
地
域
を
表
示
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。
マ
ッ
プ
は
平
成

26
年
中
を
目
途
に
作
成
し
、
防

災
訓
練
、
市
民
ま
つ
り
等
で
配

布
す
る
他
、
市
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
に

掲
載
し
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

行
徳
臨
海
部
特
別
委
員
会
を

平
成
26
年
1
月
24
日
に
開
催
し
、

行
徳
臨
海
部
問
題
に
関
す
る
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
ま
ず
、
市
川

漁
港
の
整
備
に
関
す
る
経
過
、

事
業
計
画
案
と
今
後
の
予
定
、

ま
た
、
塩
浜
地
区
整
備
事
業
の

概
要
、
土
地
利
用
計
画
の
見
直

し
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
説

明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
委
員
が
市
川
漁
港
整
備
の
規

模
、
市
川
塩
浜
第
1
期
土
地
区

画
整
理
事
業
の
事
業
認
可
の
見

通
し
、「
自
然
環
境
学
習
の
場
」

の
用
地
確
保
の
取
り
や
め
等
に

つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
に
対
し
、
担
当
者
か
ら

は
、
市
川
漁
港
整
備
事
業
の
規

模
に
つ
い
て
は
、
地
震
・
津
波

対
策
と
し
て
施
設
構
造
等
の
設

計
を
見
直
し
た
他
、
当
初
計
画

の
概
ね
半
分
以
下
に
縮
小
し
た

こ
と
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
い
て
は
、
26
年
度
中
の
事
業

認
可
に
向
け
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
、
ま
た
、
自
然
環
境
学
習

の
場
に
つ
い
て
は
、
隣
接
市
有

地
と
の
一
体
利
用
を
図
る
と
共

に
、
公
園
予
定
地
や
階
段
式
護

岸
を
活
用
し
て
、
干
潟
再
生
と

合
わ
せ
、
海
の
自
然
に
触
れ
ら

れ
る
場
と
し
て
事
業
推
進
す
る

等
の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
に
お
い
て
、
防
災
体
制

を
速
や
か
に
整
え
る
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
市
は
、
平

常
時
の
啓
発
活
動
や
災
害
時
の

地
域
活
動
推
進
の
た
め
、
女
性

を
含
め
た
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
を
地
域
防
災
計
画
で
定

め
て
い
る
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

ま
た
、
女
性
の
避
難
所
運
営
へ

の
参
画
に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

答

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
は
、

平
常
時
、
研
修
会
へ
の
参
加
等

を
し
て
い
る
が
、
当
初
目
的
と

し
た
活
動
は
で
き
ず
、
女
性
比

率
は
約
3
割
と
な
っ
て
い
る
。

避
難
所
運
営
で
も
女
性
の
視
点

は
重
要
と
考
え
て
お
り
、
防
災

拠
点
体
制
を
整
備
し
本
制
度
が

機
能
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
努

め
る
と
共
に
、
男
女
が
協
働
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

西
村　
敦
議
員
（
公
明
党
）

秋
本
の
り
子
議
員
（
無
所
属
・
市
民
）

地域ごとのマップ作成 進捗状況は
４地区に分け平成26年中目途に作成

養 成 に 傾 注 す べ き
男女の別なく登録を促す

防災・減災マップ地域防災リーダー

防 災

行
徳
臨
海
部
特
別
委
員
会

市
川
漁
港
・
塩
浜
地
区
整
備
な
ど
審
査

議会改革検討協議会
の委員構成

行徳臨海部特別委員会
の委員構成

　議会改革検討協議会の委員構
成に変更がありました。協議会の
構成は次のとおりです。
　座　長　金子　　正
　副座長　中山　幸紀
　委　員
　石原よしのり　　　浅野　さち
　増田　好秀　　　石崎ひでゆき
　青山　博一　　　桜井　雅人
　秋本のり子　　　荒木　詩郎
　稲葉　健二　　　松葉　雅浩
　鈴木　啓一

（平成26年 1月31日現在)

　行徳臨海部特別委員会の委員構
成に変更がありました。委員会の
構成は次のとおりです。
　委 員 長　守屋　貴子
　副委員長　中村　義雄
　委　員
　越川　雅史　　　青山　博一
　桜井　雅人　　　宮本　　均
　並木　まき　　　谷藤　利子
　松永　修巳　　　寒川　一郎
　かいづ　勉

（平成26年 2月27日現在)

特 別 委 員 会 の 視 察

東京外郭環状道路
特別委員会

行徳臨海部
特別委員会

【日　程】
平成26年 1 月30日～31日
【視察地及び視察項目】
・駿河湾沼津ＳＡ及び清水ＳＡ
　　サービスエリアにおける防災機能について
・ＪＲ清水駅前　清水駅前の自転車道事業について
【主な視察内容】
　駿河湾沼津ＳＡ・清水ＳＡでは、災害時における
緊急支援活動や一時避難場所の拠点としての、防災
ヘリが利用可能なヘリポート設備や非常用自家発電

【日　程】
平成26年 1 月30日～31日
【視察地及び視察項目】
・豊 橋 市　干潟の保全について
・名古屋市（名古屋港管理組合）
　　名古屋港ガーデンふ頭の整備について
【主な視察内容】
　豊橋市では、全国有数の渡り鳥の生息地である汐
川干潟の保全及び市内明海町地先の干潟で行われた
干潟再生プロジェクトを、名古屋市では、臨港緑園、

設備の整備状況を、ＪＲ清水駅前では、自転車と歩
行者を分離し、安全な通行空間の確保を目的とする
「自転車レーン」の整備状況を視察した。

ポートビル、水族館等を擁する名古屋港ガーデンふ
頭の整備及び各施設の選定・誘致の経緯等について、
それぞれ現地の状況を含めて視察した。

ＪＲ清水駅前

名古屋港管理組合

夏休み親子議場見学会親子議場見学会
平成26年

各日44名　午後1：30～3：30
7月31日（木）・8月1日（金）

普段入ることのできない市議会の施設をご案内するほか、
子どもたちには議場での発表も体験していただけます。
ご参加いただいた子どもたちには記念品と記念写真をプレゼント。
たくさんのご応募をお待ちしています。

市制施行 80 周年記念事業 開催日時：平成26年７月31日（木）、８月１日（金）
　　　　　各日とも 午後１時30分～３時30分
会　　場：市川市議会（市役所第３庁舎）
対　　象：市内に在住または在学する小学校５・６年生の児

童と保護者（児童のみでの参加は不可）
募集人数：各44名（応募者多数の場合は抽選）
応募方法：往復はがきに、①住所、②児童の氏名・学年、③

保護者の氏名、④平日日中に連絡可能な電話番号、
⑤参加希望日（どちらでもよい場合はその旨）を
ご記入の上、下記宛先へお送り下さい。

　　　　　　〒272-8501（※住所は不要）
　　　　　　　市川市議会事務局　親子議場見学会係
申込締切：平成26年６月20日（金）（当日消印有効）

※はがき１枚で４名（保護者１名以上を含む）まで応募可。
※当日の集合場所・日程等は返信はがきでお知らせします。
※お預かりする個人情報は、本見学会の運営及びそれに関わ

る連絡以外の目的で使用することはありません。
※見学会当日の様子を撮影した写真を市議会の広報に使用さ

せていただく場合がありますので、ご承知おきください。


